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                                           平成28年１月22日 

各 位         

 

 

 

 

 

 

 

通期の連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、直近の業績の動向等を踏まえ、平成27年12月14日付公表の「通期の連結業績予想の修正に関

するお知らせ」の中で平成27年５月20日付公表の平成28年３月期通期連結業績予想（平成27年４月1日

～平成28年３月31日）を未定としておりましたが、姜社長の新体制の下で事業計画を協議した結果、今期

の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１.平成28年３月期通期連結業績予想（平成27年４月1日～平成28年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 百万円 

― 

百万円

―

百万円

―

百万円 

― 

円銭

―

今回発表予想(Ｂ)   3,344 △252 △251 △225 △0.68

増減額(Ｂ)－(Ａ) ― ― ― ― ―

増減率（％） ― ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 

（平成27年3月期） 

百万円 

3,232 

百万円

△128

百万円

△163

百万円 

△187 

円銭

△0.56

 

２.修正の理由 

（海外事業） 

当初の予測は当社の海外子会社維真珠宝（上海）有限公司が運営する中国のジュエリー小売での集客を強化し、

小売の売上高260百万円、卸販売の売上高588百万円、海外事業の営業利益91百万円と予想しておりました。 

しかしながら、新体制下での海外事業の通期での予測は、小売の売上高200百万円、卸販売の売上高1,165

百万円、営業利益△65百万円と見込んでおります。 

原因といたしましては、第２四半期の初めに卸販売の大口契約があり、そのための商品を仕込みましたが、販

売する第２四半期の後半にダイヤ市場が大幅に下落し、手元資金を確保する目的で、調達コストを下回る市場価

格で卸販売したため、売上高は上方修正となりましたが、大きな損失が発生することとなりました。 

卸販売に関しましては、第４四半期は前年通りの利幅のある商品の販売となる予定で第２四半期と違って営業

利益を確保する予想であります。今期はキャッシュフローを重視するために、現在保有している在庫商品の販売

に力を入れた営業活動に重点を置いてまいります。 

小売に関しましては第１四半期より個人消費が冷え込んでおり下方修正がなされております。 

 

（ダイヤモンド事業） 

当初の予測は当社の子会社株式会社バージンダイヤモンドでは、インターネット及びバージンダイヤモンドシ

ョールームを活用し、ブライダルジュエリーを積極的に推進し、売上高75百万円、営業利益3百万円となると

予想しておりました。 

しかしながら、日本におけるダイヤモンド事業では、店舗販売を予約制としたために高額品販売が低迷し、イ

ンターネット販売も伸び悩んだため、通期での売上高は52百万円、営業利益△13百万円と見込んでおります。 
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（ダイヤモンド研磨事業） 

当初の予測は当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）は原石の確保、自社研磨生産量を

増加させ、売上高2,556百万円を販売し、営業利益55百万円となる見込みでありました。 

第２四半期までは受注が順調にあったものの、第３四半期以降は前記の通りダイヤモンドの相場（ラパポート

価格）が下落し、受注が激減しており、工場の稼働率が低下してしまったことから、通期での予想を下方修正し、

売上高1,837百万円、営業利益△22百万円となる見込みで考えております。 

 

（不動産賃貸事業） 

当初の予測は全室の貸出しを前提とし、売上高104百万円、営業利益24百万円と予想しておりました。 

全室貸し出しが達成していない状況及び修繕費等経費の増加も加え、売上高91百万円、営業利益3百万円とな

る見込みで下方修正いたしました。 

 

なお、上記セグメントごとの売上高及び営業利益を合算しても平成28年３月期通期連結業績予想の表にあ

る今回発表予想(Ｂ)の売上高及び営業利益とは全社費用があるため一致いたしません。 

 

３.その他 

 平成27年６月26日に開示いたしました、『当社株式の「業績」に係る猶予期間入りに関するお知らせ』に記載

の通り、当社は現在「業績」に係る猶予期間に入っており、平成28年３月期の営業利益及び営業キャッシュフロ

ーが両方マイナスの場合には、上場廃止となります。 

 営業利益に関しましては上記の通り予想しております。 

 営業キャッシュフローに関しましては、現在未定であります。 

 

以 上 


